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９
月
議
会
の
補
正
予
算
に
、
新
福
祉
会
館
の
基
本

設
計
委
託
予
算
と
建
設
検
討
委
員
会
委
員
謝
礼
の
予

算
が
計
上
さ
れ
、賛
成
10
、反
対
９
、退
席
４
に
よ
り
、

可
決
成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
新
福
祉
会
館
の
建
設

に
向
け
て
の
準
備
が
始
ま
り
ま
す
。

  

建
設
検
討
委
員
会
設
置
へ

　
議
論
に
な
っ
た
の
は
、
既
に
行
政
決
定
し
て
い
る

新
福
祉
会
館
の
建
設
場
所（
第
二
庁
舎
北
駐
車
場
）の

西
隣
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震
問
題
、
さ
ら
に
来
年
３

月
で
閉
館
を
予
定
し
て
い
る
現
在
の
福
祉
会
館
の
利

用
者
へ
の
対
応
、
検
討
委
員
会
の
委
員
の
構
成
等
で

し
た
。
現
福
祉
会
館
の
利
用
者
へ
の
対
応
は
個
別
相

談
に
も
応
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
検
討
委
員

会
は
６
月
議
会
で
の
意
見
も
取
り
入
れ
て
の
提
案
で

す
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震
問
題
は
、
ま
ず
は
マ
ン

シ
ョ
ン
の
考
え
が
具
体
的
に
な
ら
な
い
と
対
応
の
し

よ
う
が
な
い
の
が
実
態
で
す
か
ら
、
予
算
反
対
は
事

実
上
の
建
設
反
対
を
意
味
し
ま
す
。

  

早
期
建
設
を
求
め
る
声
が

　
新
福
祉
会
館
の
早
期
建
設
を
求
め
る
陳
情
書
も
、

利
用
す
る
障
害
者
団
体
か
ら
出
て
採
択
さ
れ
ま
し
た

が
、
利
用
す
る
市
民
や
団
体
に
と
っ
て
何
よ
り
必
要

　
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
き
、
単
年
度
決
算
で
は
赤

字
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
度
は
15
億
円

の
黒
字
と
な
り
、
財
政
調
整
基
金
に
も
新
た
に
６
億

円
を
、
庁
舎
建
設
基
金
に
２
億
円
、
福
祉
基
金
に

１
億
円
、
環
境
基
金
に
２
億
円
の
積
み
立
て
が
で
き

ま
し
た
。
収
入
率
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
の
努
力
や
、

景
気
の
回
復
も
良
い
結
果
を
も
た
ら
せ
た
要
因
で
す
。

　
反
対
の
意
見
に
矛
盾

　
賛
成
12
、
反
対
11
で
認
定
と
な
り
ま
し
た
が
、
反

対
し
た
野
党
か
ら
出
た
主
な
意
見
は
、
昨
年
秋
に
第

二
庁
舎
の
買
い
取
り
の
提
案
が
唐
突
だ
っ
た
こ
と
や
、

福
祉
会
館
の
建
設
を
大
学
と
の
共
同
研
究
で
行
お
う

と
し
た
こ
と
の
事
務
上
の
ミ
ス
、
武
蔵
小
金
井
駅
南

口
第
二
地
区
再
開
発
、
公
民
館
東
セ
ン
タ
ー
の
委
託

化
問
題
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
第
二

庁
舎
の
買
い
取
り
を
撤
回
さ
せ
た
の
は
議
会
で
あ
り
、

私
は
議
会
の
側
に
冷
静
さ
を
欠
い
た
対
応
が
あ
っ
た

こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
こ
の
提
案
に
よ
り
具
体
的

に
蛇
の
目
跡
地
へ
の
新
庁
舎
建
設
に
要
す
る
財
源
を

な
の
は
早
期
に
新
福
祉
会
館
を
建
設
す
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

積
み
立
て
る
と
い
う
方
策
が
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
蛇
の
目
跡
地
へ
の
新
庁
舎
建
設
方
針
に
賛
成
し

な
が
ら
、
具
体
策
に
反
対
す
る
議
会
一
部
の
声
は
矛

盾
す
る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、

リ
ー
ス
庁
舎
解
消
を
訴
え
て
い
る
立
場
で
の
反
対
も

矛
盾
す
る
も
の
で
す
。

　
結
局
、
１
年
何
も
進
ま
な
い
ま
ま
、
２
億
円
余
り

の
家
賃
は
支
払
い
続
け
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　社員が301人以上の企業は採用者や管理
職者に占める女性の比率を情報公開するよう
求めたものです。これによって女性が社会で
活躍ですることを促すものです。
　女性が社会で活躍するためには男性が家事
を分担することも必要になります。イクメン
（育児をする男性）も増えているよ
うですが、男女の垣根が取れる時
代になりつつあるようです。

小
金
井
で
元
気
に
！

小
金
井
を
元
気
に
！

女性活躍推進法が成立

新
福
祉
会
館
建
設
に
向
け
一
歩
前
進

福
祉
会
館
の
建
て
替
え
問
題

平
成
26
年
度
決
算
の
認
定
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